
「
通
年
観
光
」と「
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源
」

　
　
～
２
団
体
が
協
働
し
て
～

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
長
期
化
、
通
年

観
光
を
目
指
す
積
丹
観
光
協
会
（
佐

藤
勝
次
会
長
）
と
早
春
の
漁
業
資
源

の
サ
ク
ラ
マ
ス
を
介
し
た
保
護
水
面

の
保
全
活
動
へ
の
取
り
組
み
を
町
内

外
へ
伝
え
た
い
余
別
・
海
Ｈ
Ｕ
Ｇ
く

み
た
い
（
佐
藤
正
樹
会
長
）
の
両
団

体
の
想
い
が
合
致
し
、
協
働
し
て
特

産
サ
ク
ラ
マ
ス
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ど
っ

こ
い
積
丹
さ
く
ら
ま
す
祭
り
」
を
初

開
催
し
、
訪
れ
た
方
々
に
積
丹
町
の

「
食
」
と
、
自
然
環
境
保
全
へ
の
取

り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
積
丹

観
光
協
会
は
４
月
20
日
か
ら
５
月
20

日
ま
で
の
１
ヵ
月
間
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

サ
ク
ラ
マ
ス
料
理
を
提
供
す
る
町
内

14
店
舗
の
加
盟
店
の
利
用
者
へ
押
印

す
る
ス
タ
ン
プ
を
２
個
集
め
た
方

に
、
抽
選
で
町
内
宿
泊
施
設
の
ペ
ア

宿
泊
補
助
券
や
町
の
名
産
品
な
ど
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

  

イ
ベ
ン
ト
開
催
！

 

町
内
外
か
ら
１
２
０
名
が
来
場　

　

ま
た
、
こ
の
期
間
中
の
５
月
３
日

に
は
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
で
花
火
の

打
ち
上
げ
が
行
わ
れ
、
入
浴
客
は
露

天
風
呂
か
ら
眺
め
る
大
迫
力
の
花
火

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
５
月
10
日
に
は
余
別
地

区
の
サ
ク
ラ
マ
ス
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
ー
セ
ン
タ
ー
で
「
さ
く
ら
ま
す
に

つ
い
て
学
ぼ
う
！
」
と
題
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
１
２
０
名
が
来
場
し

どっこい積丹
さくらます祭り
初 開 催

4/20
～ 5/20

 

観
光
シ
ー
ズ
ン
拡
大
を
目
指
し
て

　

町
観
光
協
会
で
は
、
現
在
６
～
８

月
ま
で
の
ウ
ニ
漁
の
期
間
に
集
中
し

て
い
る
観
光
客
に
対
し
、
新
た
な
水

産
観
光
資
源
と
し
て
４
・
５
月
が
旬

の
サ
ク
ラ
マ
ス
を
売
り
出
す
こ
と
で

春
の
観
光
客
呼
び
込
み
に
よ
る
町
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
拡
大
を
狙
う
と
い
う

目
的
を
持
っ
て
今
回
の
「
ど
っ
こ
い

積
丹
さ
く
ら
ま
す
祭
り
」
を
企
画
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
第
１
回
目
の
開
催
で
し
た

が
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
は
多
く
の
家
族

連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
、
ま
た
、
普
段

体
験
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
稚
魚
の

放
流
や
サ
ク
ラ
マ
ス
料
理
の
味
に
来

場
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上
が
る
な

ど
、
盛
況
に
終
わ
っ
た
今
回
の
さ
く

ら
ま
す
祭
り
は
、
予
定
さ
れ
て
い
る

次
年
度
の
開
催
と
通
年
観
光
の
実
現

へ
手
ご
た
え
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

 

環
境
保
全
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

 

「
サ
ク
ラ
マ
ス
」
知
名
度
向
上
を
！ 

　

ま
た
、
余
別
・
海
Ｈ
Ｕ
Ｇ
く
み
た

い
は
、「
森
・
川
・
海
」
の
自
然
の

つ
な
が
り
（
栄
養
循
環
）
に
着
目
し
、

豊
か
な
海
は
、
豊
か
な
森
・
川
が
不

可
欠
と
考
え
、
サ
ク
ラ
マ
ス
を
増
や

す
た
め
の
発
眼
卵
の
埋
設
放
流
、
河

川
流
域
で
の
植
樹
や
除
伐
活
動
を
実

施
し
、
沿
岸
の
海
草
や
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
育
て
、
将
来
に
渡
っ
て
積

丹
町
の
自
然
環
境
を
維
持
す
る
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
自
然
環
境
の

保
全
や
保
護
水
面
の
設
定
な
ど
に

よ
っ
て
育
ん
で
い
る
貴
重
な
水
産
資

源
で
あ
る
サ
ク
ラ
マ
ス
を
通
じ
て
、

同
団
体
の
活
動
や
環
境
保
全
に
対
す

る
正
し
い
知
識
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
の
場
と
な
り
、
ま
た
、
サ
ク
ラ
マ

ス
の
知
名
度
の
向
上
と
共
に
資
源
と

し
て
の
価
値
も
よ
り
向
上
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
漁
業
者
に
と
っ
て
も

更
な
る
サ
ク
ラ
マ
ス
の
知
名
度
向
上

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
地
積
丹
の
更
な
る
発
展
へ
の

新
し
い
ア
イ
デ
ア
と
環
境
保
全
や
漁

業
者
の
想
い
が
相
互
に
連
携
し
合
っ

た
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
今
後
、

町
の
新
た
な
観
光
資
源
の
知
名
度
向

上
に
期
待
が
持
た
れ
ま
す
。

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
河
村
博
町
環

境
生
態
系
保
全
技
術
指
導
員
に
よ
る

サ
ク
ラ
マ
ス
の
生
態
に
つ
い
て
の
講

和
や
、
１
，
５
０
０
匹
の
サ
ク
ラ
マ

ス
稚
魚
放
流
、「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼

き
」
や
「
ち
ら
し
寿
司
」
な
ど
サ
ク

ラ
マ
ス
料
理
の
試
食
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
さ
く
ら
ま
す
祭
り
第
１
回
の
開

催
を
記
念
し
て
桜
の
植
樹
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

 

新
た
な
水
産
観
光
資
源
を
！

▲河村町環境生態系保全技術指導員

　による「さくらます教室」

▲親子連れなどが高い関心を示した「稚魚放流」

広報しゃこたん平成 26 年６月号
4



 第１回町議会臨時会平成 26 年

　平成 26 年第１回町議会臨時会が５月 13 日
に招集され、同日閉会しました。
　そのあらましについてお知らせします。

報告第１号

　専決処分の承認を求める件（平成 26 年度

積丹町一般会計補正予算（第１号））

　経年劣化による異常が発生した学校給食セ

ンターの重油蒸気ボイラの更新工事費とし

て、500 万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を 26 億 1,995 万 8 千円にするものです。　

　　　　　　　　　　　　　　  （承　　認）

議案第１号

　工事請負契約の締結について

　平成 26 年度職員住宅建設工事の工事請負

契約の締結について議会の議決を求めるもの

です。　　　　　　　　　　　　（原案可決）

第９回

【会場】美国漁港広場 【時間】９:00～20:10
【同時開催】小樽海上保安部巡視艇による
 　　　　　　　　安全体験クルーズ              （小中学生対象）

6月29日㈰開催

●イベントに関するお問い合わせは●
　積丹ソーラン味覚祭り実行委員会（役場商工観光課内）
　☎４４－３３８１　 ※内容が一部変更になる場合があります。

◆YOSAKOI ソーランの舞
◆美中ブラスバンド部演奏
◆ウニ剥きコンテスト
◆鰊場音頭　◆ソーラン輪踊
◆歌謡ショー
◆豊漁豊作餅撒き　
◆花火大会　ほか

注目のステージアトラクションは

　
地
域
説
明
会
等
を
開
催
！

　
三
機
関
が
今
後
の
計
画
説
明

　

地
籍
調
査
事
業
の
実
施
な
ど
新
た

な
課
題
解
決
の
た
め
、
当
初
計
画
よ

り
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
美
国
川
河
川

改
修
事
業
の
本
格
化
と
促
進
に
向
け

て
、
今
年
度
か
ら
の
事
業
計
画
の
概

要
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
広
く
お
知
ら

せ
し
、
本
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、

５
月
16
日
に
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
事
業
主
体
の
北
海
道
後
志
総
合

振
興
局
小
樽
建
設
管
理
部
の
他
、
関

係
す
る
北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発
建

設
部
、
町
の
三
機
関
が
連
携
し
て
、

「
地
域
説
明
会
」「
地
権
者
等
全
体
説

明
会
」
が
同
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
説
明
会
で
は
、
町
内
会
及
び

産
業
団
体
の
役
職
員
、
工
事
予
定
区

域
内
の
地
権
者
や
建
物
所
有
者
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

経
過
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
移

転
対
象
者
へ
の
町
有
地
分
譲
の
状
況

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
、
今
後

の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
く
地
権
者

や
建
物
所
有
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に

地
権
者
等
全
体
説
明
会
が
開
催
さ

れ
、今
後
の
用
地
買
収
や
建
物
補
償
、

新
た
な
町
有
地
分
譲
と
し
て
旧
公
衆

浴
場
跡
地
を
追
加
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
説
明
会
の
閉
会
後
に
は
、
個
別

相
談
会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
遅
い

時
間
ま
で
熱
心
に
相
談
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　　

今
年
度
の
計
画
は
？

　
仮
橋
・
仮
道
工
事
10
月
着
工
予
定

　

今
年
度
は
、
引
き
続
き
用
地
買
収

や
建
物
補
償
等
の
交
渉
が
実
施
さ
れ

る
他
、
小
樽
開
発
建
設
部
が
国
道
管

理
者
と
し
て
北
海
道
か
ら
負
担
金
を

徴
し
て
発
注
施
工
す
る
国
道
橋
美
国

橋
の
仮
橋
・
仮
道
工
事
が
10
月
か
ら

着
手
さ
れ
る
予
定
で
、
来
年
３
月
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

仮
道
の
開
通
は
来
年
７
月
頃
の
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
現
在

の
美
国
橋
の
上
流
側
に
仮
橋
を
設
置

し
、
国
道
は
現
在
の
美
国
橋
両
岸
の

手
前
か
ら
カ
ー
ブ
さ
せ
て
仮
橋
に
繋

げ
る
仮
道
を
整
備
す
る
も
の
で
、
こ

の
間
、
バ
ス
停
留
所
、
信
号
機
及
び

横
断
歩
道
等
が
移
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
仮
道
が
開
通
し
た

後
に
現
在
の
橋
を
撤
去
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
伴
い
美
国

川
沿
い
４
つ
の
町
道
は
、
一
時
的
に

通
行
止
め
と
な
る
路
線
が
あ
り
、
迂

回
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

今
後
は
、
家
屋
調
査
や
工
事
騒
音

な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
工
事
の
着
手

前
に
小
樽
開
発
建
設
部
に
よ
る
工
事

説
明
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
の
際
に
は
改
め
て
ご
案
内
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
周
辺
町
民
の
皆

さ
ん
に
は
引
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

～
美
国
川
河
川
改
修
事
業
～

本
格
化
へ
向
け
三
機
関
が
説
明
会

　
地
域
説
明
会
等
を
開
催
！

今
年
度
の
計
画
は
？

仮
橋
・
仮
道
工
事
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